
条

約

平成™š年˜™月™日 金曜日 (号外第™œ 号)官 報
第
二
十
八
条

介
護
療
養
型
医
療
施
設
に
入
所
を
し
て
い
た
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
っ
て
、
平
成
三
十
年
四

月
一
日
前
に
新
国
保
法
第
百
十
六
条
の
二
に
規
定
す
る
他
の
市
町
村
が
行
う
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
と
さ
れ
て

い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
日
以
後
引
き
続
き
病
院
等
（
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
病
院
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
条

に
お
い
て
同
じ
。）に
入
院
、
入
所
又
は
入
居
（
以
下
「
入
院
等
」
と
い
う
。）を
す
る
場
合
又
は
同
日
に
病
院
等
に
入

院
等
を
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
病
院
等
の
所
在
す
る
場
所
に
住
所
を
変
更
し
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、

同
日
以
後
も
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
二
十
九
条

介
護
療
養
型
医
療
施
設
に
入
所
を
し
て
い
た
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
で
あ
っ
て
、
平
成
三
十
年

四
月
一
日
前
に
新
高
齢
者
医
療
確
保
法
第
五
十
五
条
に
規
定
す
る
他
の
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
行
う
後
期
高

齢
者
医
療
の
被
保
険
者
と
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
日
以
後
引
き
続
き
病
院
等
（
同
条
第
一
項
に
規
定
す

る
病
院
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）に
入
院
等
を
す
る
場
合
又
は
同
日
に
病
院
等
に
入
院
等
を
す
る

こ
と
に
よ
り
当
該
病
院
等
の
所
在
す
る
場
所
に
住
所
を
変
更
し
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
同
日
以
後
も

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
旧
特
定
施
設
に
入
居
を
し
て
い
た
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
等
の
特
例
）

第
三
十
条

施
行
日
前
に
旧
特
定
施
設
を
含
む
二
以
上
の
旧
国
保
法
第
百
十
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
病
院
等
に

継
続
し
て
入
院
等
を
し
て
い
る
同
項
に
規
定
す
る
特
定
継
続
入
院
等
被
保
険
者
で
あ
っ
て
、
改
正
法
の
施
行
の
際
現

に
当
該
病
院
等
（
旧
特
定
施
設
を
除
く
。）に
入
院
等
を
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
三
十
一
条

施
行
日
前
に
旧
特
定
施
設
を
含
む
二
以
上
の
旧
高
齢
者
医
療
確
保
法
第
五
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る

病
院
等
に
継
続
し
て
入
院
等
を
し
て
い
る
同
項
に
規
定
す
る
特
定
継
続
入
院
等
被
保
険
者
で
あ
っ
て
、
改
正
法
の
施

行
の
際
現
に
当
該
病
院
等
（
旧
特
定
施
設
を
除
く
。）に
入
院
等
を
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
。附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
六
条
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら

施
行
す
る
。

（
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条

平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
は
、
第
五
条
の
規
定
に

よ
る
改
正
後
の
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
施
行
令
（
以
下
「
新
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
施
行
令
」

と
い
う
。）第
一
条
第
一
項
中
「
社
会
福
祉
士
に
係
る
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
」
と
あ
る
の
は
「
社
会
福
祉

士
及
び
介
護
福
祉
士
法
」
と
、「
社
会
福
祉
又
は
保
健
医
療
」
と
あ
る
の
は
「
社
会
福
祉
」
と
す
る
。

２

新
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
施
行
令
第
一
条
第
二
項
及
び
第
十
四
条
の
二
の
規
定
は
、
平
成
二
十
七
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
は
、
適
用
し
な
い
。

第
三
条

改
正
法
附
則
第
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
登
録
者
（
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
申
請
を
し
た
特
定

登
録
者
を
除
く
。）に
つ
い
て
は
、
新
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
施
行
令
第
一
条
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
第
五

条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
施
行
令
第
一
条
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す

る
。

（
地
方
自
治
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
四
条

平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
地
方
自
治
法
施
行
令
第

百
七
十
四
条
の
三
十
一
の
四
及
び
第
百
七
十
四
条
の
四
十
九
の
十
一
の
二
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
令
第
百

七
十
四
条
の
三
十
一
の
四
第
一
項
中
「
第
六
節
ま
で
の
規
定
に
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
節
ま
で
並
び
に
健
康
保
険
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
八
十
三
号
）
附
則
第
百
三
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な

お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
同
法
第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
介
護
保
険
法
（
以
下
「
平
成
十

八
年
旧
介
護
保
険
法
」
と
い
う
。）第
四
十
八
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
五
章
第
五
節
第
三
款
の
規
定
に
」と
、「
同
法
」

と
あ
る
の
は
「
介
護
保
険
法
」
と
、「
第
百
十
五
条
の
六
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
十
五
条
の
六
第
一
項
並
び
に

平
成
十
八
年
旧
介
護
保
険
法
第
百
十
一
条
の
二
第
一
項
」
と
、「
第
六
節
ま
で
の
規
定
中
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
節
ま

で
並
び
に
平
成
十
八
年
旧
介
護
保
険
法
第
四
十
八
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
五
章
第
五
節
第
三
款
の
規
定
中
」
と
、

同
条
第
二
項
中
「
第
百
十
五
条
の
三
十
五
第
六
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
十
五
条
の
三
十
五
第
六
項
並
び
に
平
成
十

八
年
旧
介
護
保
険
法
第
百
十
五
条
の
三
十
五
第
六
項
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
読
み
替
え
る
」
と
あ
る
の
は
「
、
平

成
十
八
年
旧
介
護
保
険
法
第
百
十
五
条
中
「
事
項
を
」
と
あ
る
の
は
「
事
項
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
る
と
と
も

に
、
こ
れ
を
」
と
、
平
成
十
八
年
旧
介
護
保
険
法
第
百
十
五
条
の
三
十
五
第
五
項
及
び
第
七
項
中
「
指
定
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
又
は
指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
者
」
と
あ
る

の
は
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
」
と
読
み
替
え
る
」
と
、同
令
第
百
七
十
四
条
の
四
十
九
の
十
一
の
二
第
一
項
中「
第

六
節
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
節
ま
で
並
び
に
平
成
十
八
年
旧
介
護
保
険
法
第
四
十
八
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第

五
章
第
五
節
第
三
款
」
と
、「
同
法
」
と
あ
る
の
は
「
介
護
保
険
法
」
と
、「
第
百
十
五
条
の
六
第
一
項
」
と
あ
る
の
は

「
第
百
十
五
条
の
六
第
一
項
並
び
に
平
成
十
八
年
旧
介
護
保
険
法
第
百
十
一
条
の
二
第
一
項
」
と
、
同
条
第
二
項
中

「
読
み
替
え
る
」
と
あ
る
の
は
「
、
平
成
十
八
年
旧
介
護
保
険
法
第
百
十
五
条
中
「
事
項
を
」
と
あ
る
の
は
「
事
項

を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
」
と
、
平
成
十
八
年
旧
介
護
保
険
法
第
百
十
五
条
の
三
十
五
第

五
項
及
び
第
七
項
中
「
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
又
は

指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
」
と
読
み
替
え
る
」
と
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

総
務
大
臣

川
端

達
夫

財
務
大
臣

安
住

淳

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

環
境
大
臣

細
野

志

防
衛
大
臣

一
川

保
夫

所
得
に
対
す
る
租
税
に
関
す
る
二
重
課
税
の
回
避
の
た
め
の
日
本
国
と
ス
イ
ス
と
の
間
の
条
約
を
改
正
す
る
議
定
書

を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

国
事
行
為
臨
時
代
行
名

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

条
約
第
十
三
号

所
得
に
対
す
る
租
税
に
関
す
る
二
重
課
税
の
回
避
の
た
め
の
日
本
国
と
ス
イ
ス
と
の
間
の
条
約
を
改
正
す
る
議

定
書

日
本
国
政
府
及
び
ス
イ
ス
連
邦
政
府
は
、

千
九
百
七
十
一
年
一
月
十
九
日
に
東
京
で
署
名
さ
れ
た
所
得
に
対
す
る
租
税
に
関
す
る
二
重
課
税
の
回
避
の
た
め
の

日
本
国
と
ス
イ
ス
と
の
間
の
条
約
（
以
下
「
条
約
」
と
い
う
。）を
改
正
す
る
こ
と
を
希
望
し
て
、

次
の
と
お
り
協
定
し
た
。

第
一
条

１

条
約
第
三
条
１
æ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

æ

「
日
本
国
」
と
は
、
地
理
的
意
味
で
用
い
る
場
合
に
は
、
日
本
国
の
租
税
に
関
す
る
法
令
が
施
行
さ
れ
て
い

る
す
べ
て
の
領
域
（
領
海
を
含
む
。）及
び
そ
の
領
域
の
外
側
に
位
置
す
る
区
域
で
あ
つ
て
、
日
本
国
が
国
際
法

に
基
づ
き
主
権
的
権
利
を
有
し
、
か
つ
、
日
本
国
の
租
税
に
関
す
る
法
令
が
施
行
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
区
域

（
海
底
及
び
そ
の
下
を
含
む
。）を
い
う
。

™�
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